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 伝統医学は人類が自然の摂理と天然の恵みを巧みに利用し，疾病の予防，治療にあたって

きた経験知の集積です。和漢医薬学総合研究所は，現代の先端科学技術を駆使して，和漢薬

をはじめとする伝統医学や伝統薬物を科学的に研究し，東洋医薬学と西洋医薬学の融合を

図り，新しい医薬学体系の構築と自然環境の保全を含めた全人的医療の確立に貢献するこ

とを使命として，①天然薬物資源の確保と保全，②和漢医薬学の基礎研究の推進と東西医薬

学の融合，③漢方医学における診断治療体系の客観化と人材の育成，④伝統医薬学研究の中

核的情報発信拠点の形成 の重点課題を設けて，研究を推進しております。 
本研究所では世界的に問題になっている高齢化の進行，多因子性疾患の増加，及び天然資

源の枯渇を鑑み，高齢者疾患対策研究，代謝・免疫疾患対策研究，未病医療・創薬研究及び

資源開発研究を重点研究プロジェクトとして推進し，その成果を社会実装することを目指

しています。また，これらの目標を達成するため研究開発部門の 5 分野（資源開発，病態制

御，複雑系解析，未病，国際共同研究）が連携し，臨床研究への橋渡しを目指した基礎研究

や新規メカニズムに基づく創薬基盤の構築を目指した研究を行っています。薬用資源管理

部門では，和漢薬をはじめとする伝統薬物や天然薬物などの薬用資源の管理と維持，さらに

天然物創薬を指向してこれらを活用した学内外との共同研究を推進しています。臨床応用

部門，産官学連携部門では，本学附属病院や企業と協力して臨床試験や医薬品候補の探索と

社会実装研究を推進しています。和漢医薬教育研修センターでは漢方医学教育を実践でき

る教員の育成とその教育研修システムの確立を目的とした教育研究活動を推進しています。

また 2022 年度に行った施設改修工事を経て，研究スペースの共有化を行い組織内での研究

連携体制が大きく向上しました。本研究所は，これらの 4 部門 1 センターが互いに連携し，

東西医薬学の融合を基盤とした次世代型医療科学を創生して，健康長寿社会の形成に貢献

することを目指します。 
令和 6 年の元日に能登半島を震源に起こった地震では和漢研をはじめ富山大学でも少な

からず物損などの被害がありましたが，研究には大きな支障はなく済んでおります。富山県

内では西部地域が大きな被害を受け，能登半島を含めまだまだ被害が残った状況が続いて

おります。新型感染症や震災をうけて大学での教育研究活動も新たな対応と変化が求めら

れています。また社会的な課題として長寿高齢化社会を背景とした疾患の多様化への対応

や，治療を中心とした医療から予防や悪性化・慢性化の阻止を目指した医療の必要性が挙げ

られます。これら健康長寿社会を実現するための課題克服には，これまでに長きにわたり

我々人類が持続して保健医療に用いられてきた歴史を持つ伝統医薬学を利活用することが

肝要であると考えます。さらにその実現には先端の生命科学・自然科学や科学技術を駆使し

て和漢医薬学領域と異分野領域との融合型共同研究を推進し，科学的エビデンスを構築す

ることが重要です。今後とも本研究所このような目標を達成するために，教育研究を進める

所存ですので，皆様方の一層のご支援とご協力を，よろしくお願い申し上げます。 
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